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あなたの肺はきれいでした
（レントゲン検診）
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ことしの生活環境をよくする町民運動実施計画
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実 施 村 容 区分I実施項目 実施内容

1．消役者の意識高消毀者の苦t，り相淡 「生活のしおり」の
四 揚 配付等により消費者の意識を高める。
fL・ 
喜2．生活運動指禅者餌活連動の地区指導者を旋成するため，
を 、の育成 学習活動を実施する。

考 6月10日「時間励行の El」と定め諸機閲
ぇ 3時間を守る辿動団体の職員の10分前出絋諸会合の時間
る 励行を呼びかける。

巫
動 4．貯裕、意識の高揚12月12日を「貯裕の日」と定め貯搭意識

を高める。

5．野犬の絶滅迎動 犬の正しい飼い方などの指導とり締りを
強化し、野犬の絶滅運動を実施する。

み
ん
な
の
川
で
す
。

に） 1.防犯灯の整仙点防犯灯を新設，改良して，防犯灯の紐枯
防検 岱理を徹底する。
犯 ―
息 2．児屯生徒の生活 「以冬休みのしおり」を配付し， 下校後

想指禅
の生活指導を徹底する。

の 「心のかよった家庭」づくりのため、毎
柊 3.「家庭の 日」の 月 513を 「家庭の日」と定め健全な家庭
発設定 環境を考える。

1 ． 交通安全馳設の I IIJ迅"•カープミラー ， ガード 1/ ールを設夏整・{Jih i',1[. 

通 2，交通女全息想（D！国県道，•交通女全施設の設趾・改良を強
安 高拗 ）J要請

全 。こじかクラプ活動の強1し
息
想 3．交通安全総ぐる

。地域職場における交通安全思想の＇ば発

の み迎動 。不法駐車をなくする指祁強化

悶 . loノーカーデー、の設定（春秋・1訂掃の El)

交通安全辿動の実施

春：ニカープミラーの設羅 4/6~4/16 

反二・ しおりの発行 7/15~8/10 

秋-カープミラーの沿掃 9/22~10/1 

j「・末＝交通安全職場会議の開催
12/1~12/31 

0 春秋 2回「道路愛誰の日」を定め、全
町民により道路の補修作業を実施す
る。 (5月12El, 10月6日）

。通学路の沿掃および悪路の補修作業を
実施する。

美 7月21日を「河川愛護の日」と定め河川
し の消掃作業を実施する。
く 3.公共施設を大切
す にする迎動 「愛校の日」を設定（旬月 5日）し、翌：

る
絞集会所の美化推進など実施し，公共

迎
施設を大り」にする思想を高める。

動 4．家庭の美化推進 o 春秋 2回「消掃の 1土」を定め、家の門
外の消掃，花木の梱付をすすめる。

。不燃物の収集の実施
。し尿，ごみに関する衛生思想を高め

る。

1．道路愛股連動

儡
土 |2．河川愛殺運動
か

別
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議

院
）
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時
間
が
か
か
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、
一
見
無
駄
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よ
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、

こ
の
制
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生
か
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生
か
す
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民
の

心
の
も
ち
方
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私
た
ち
は
参
議
院
に
、
あ
ま

り
に
も
関
心
が
な
さ
す
ぎ
る
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
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そ
の

証
拠
に
何
の
選
挙
よ
り
も
、
い

つ
も
参
議
院
選
挙
の
投
票
率
が

低
い
の
で
す
（
図
を
見
て
く
だ

さ
い
。
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私
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体
を
、

参
議
院
の
役
割
を
よ
く
理
解
し

自
分
の
見
識
に
よ
っ
て
候
補
者

を
よ
く
見
定
め
、
そ
し
て
選
び

正
し
い
ル
ー
ル

を
守
り
な
が
ら

，
 

河
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ

5．地区Ill」民いこい神社寄境内などを利用して．公歯化し，
の場の造成 こどもの遊び場などとして活用する。

6．環境美化推進重紆年 1地区を「環境美化推進重点地区」
、1岳地区の設定 に指定し総合的な生活環境の美化推進を

はかる。

な
に
を
す
れ
ば
よ
い
か
」

這境美化推進大1家庭の花坦コンクー）レ．花づく り請狐会
会の開催 などを実施する。

を
み
ん
な

生
活
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
、

で
考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
の
推
進
本
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
て
ゆ
き
た
い
考
え
で
す
。

0
家
庭
環
境
を
美
し
く

先
ず
、
身
近
か
な
家
庭
環
境
を
美
し
く
す
る
た
め
、
家
の
内
外
の
清
掃
と
あ
わ
せ
て
、

「
庭
を
花
一
ば
い
」
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
八
月
に
は
、
家
庭
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

0
道
路
を
大
切
に

「
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
春
秋
二
回
「
道
路
愛

護

の

日
」
を
定
め
て
、
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
生
活
道
路
の
補
修
作
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
カ
ー
プ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
安
全
施
設
の
整
備
を
急
い
で
い
ま
す
。

0
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

川
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
夏
は
、

川
で
遊
ぶ
子
ど
も
も
多
く
な
り
ま
す
。

川
を
ご
み
捨

て
場
に
し
て
は
危
険
で
す
。
私
た
ち
が
汚
し
た
川
は
、
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
清
掃
し

て
、
自
然
に
親
し
む
心
が
仕
し
い
も
の
で
す
。

0
公
民
館
や
集
会
所
も
花
一
ば
い
に

集
会
施
設
の
緑
や
花
は
、
地
区
に
お
け
る
人
々
の
心
を
や
わ
ら
げ
、
心
の
結
び
つ
き
が
、

豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
で
し
ょ
う
。

0
毎
月
五
日
を

「
家
庭
の
日
」
に

家
庭
は
、
家
族
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
新
し
い
生
命
を
生
み
育
て
る
場
で
す
。
子
ど
も
た
ち

を
こ
こ
ろ
豊
か
に
育
て
る
た
め
に
も
、
お
と
し
よ
り
を
い
た
わ
り
愛
情
と
信
頼
で
結
ば
れ
た

家
庭
環
境
が
大
切
で
す
。
「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
わ
が
家
庭
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。
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最近の選挙の投票率しらベ

計 I
第1投票所
（役楊）

第2投累所
（岩谷小）

第3投票所
（宇和川集）
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七
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十
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印
鑑


